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なかで，旅人は，「在ること」を「ふたりで在る
こと」として回復してゆく。「ふたり」とは，「我」
と「我」にとって代置不可能な「汝」とをさす。
つまり，「在ること」のゆらぎとしての旅は，「我」
と「汝」との緊密な関係が確定されるときに終息
する。だから，もしそこにおいて「我」と「汝」
とのつながりが固められないなら，旅は果てしの
ないものとなる。あの白鳥となって何処へともな
く飛翔したヤマトタケルの旅のように。
（いとう・すすむ　哲学・思想学系助教授）
志賀和人
「21世紀の地域森林管理」
志賀和人編著（全国林業改良普及協会）
〔中央651-Sh27〕
今年の 2 月に国連森林フォーラム（UNFF）の組
織会合が開催され，わが国では昨年12月に林政改
革大綱と林政改革プログラムが決定され，森林・
林業基本法案が第151回国会に提出されている。
国際的にも国内的にも「持続可能な森林管理」が
森林政策のキーワードとなっている。
しかし，その一方で日本の私有林の25％は村外
居住者や会社などが所有し，在村所有者でさえも
所有山林の境界がわからないといった状況が拡大
している。国際的合意となった「持続可能な森林
管理」を日本の風土や地域に即してどのように考
えるべきか。日本の国土の 7 割を占める森林は，
だれがどのように管理しているのか。各地域の具
体的事例を交えて，そこに表れた森林管理制度の
問題点と課題を次のような構成で検討している。
序章「地域の森林を管理するのは誰か」では，
日本と同様に小規模私有林の多いフィンランドと
の比較で森林認証問題への対応に表れた両国の森
林管理概念と制度的枠組みの相違点を検討した。
第 1 章「不在村者所有林の管理問題と対策」と第
2 章「施業受託による森林管理の可能性」では，
不在村者所有林に典型的にみられる日本の森林管
理問題と林業による森林管理の限界を分析し，第
3 章「森林の多面的利用と地域管理」では，都道
府県および市町村施策による都市近郊林や人工林
の地域管理の事例を紹介し，分権的な森林管理制
度構築への可能性を示した。第 4 章「各地の山林
を訪ねて」では，編集部の取材による12地域の具
体的事例から山に対する地域の想いが語られてい
る。終章「21世紀の日本型森林管理への展望」で
は，スイスの林政改革と欧州諸国の全欧州森林認
証スキームへの取り組みを踏まえて，21世紀の日
本における森林管理をめぐる課題を示し，地域が
明治以来の「官林経営主義」林政の呪縛から自律
する道筋を展望した。
（しが・かずひと　農林学系助教授）
